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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・年末年始に伴う公休でスタッフ数が少ない為、事故のないよう業務に努める事。

・12/30（金）17：15～納会、1/4（水）に互礼会がある為、日勤スタッフは参加すること。

・12/30（金）1/2（月）1/3（火）年末年始の行事プログラム
・賞与コメント配布を12/29（木）12:00～12:15　17:00～17:15に行う。

・年末年始特別勤務手当の支給を行う。特別勤務手当は、12/31（土）～1/3（火）までの期間中の、勤務者のみ支給対象。

■支給対象期間：12/31（土）～1/3（火）

■支給時間：8：00～18：00 （ただし、13：00～14：00を除く）の間に取りに行くように。
＜利用者様情報＞

デイケア

・根地戸　恵　様～来所後からイライラ感や落ち着かないという訴えがあり、スタッフや他者へ頻回に声を掛けている。その中で顔見知りの他者へ年賀状の話をしており、「書いたから送るね」と発言すると、相手の表情が険しくなり「何で俺の住所知ってるの？」と返答されている。スタッフが介入しトラブルには至っていない。住所に関しては紙に書いてくれたと話している。引き続き言動に注意しながら落ち着いて過ごすことができるように関わっていく。

・川村　享　様　～スタッフが昨日欠席した理由について尋ねると「首が痛くて」と話す。本日も首の痛みは継続しているとのこと。昼食後体温測定をすると、37.5℃の発熱がみられている。症状は首の痛みのみとのことだが、引き続き体調に注意をしていく。

デイナイトケア
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、左側腰部の痛みを訴え、軟膏が処方になったとのこと。デイナイトケアでは痛みを訴えることなく、普段通りに過ごしている。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後神様に関連する発言をしていたとのこと。デイナイトケアでは同様の様子なく、普段通りに過ごしている。

・千葉　輝夫　様～夕食後「アパートの鍵がない」と話しており、スタッフと一緒に探すが見つからない為、息子様へ電話連絡をしている。対応として本日はタクシーにて帰宅する予定だったが、息子様が迎えに来るとのことで、息子様の送迎で帰宅している。息子様よりアパートを確認したところ、着替えのポケットの中に鍵があったと情報提供がある。

ナイトケア
・上川原　豊　様～昨日17：00訪問看護スタッフより情報提供がある。訪問看護にて本人宅を訪問したところ、頭部に怪我をしているが、治療痕は何もなく、言動にまとまりがない状態となっている。その為スタッフ同行で当院を受診し、任意入院となったとのこと。入院に伴い、デイケア利用中止となる。

・福井　彩　様　～19：00過ぎに突然来所しており、「家に1人でいると泣きたくなったり、寂しくなるから来ちゃった」と話している。本人の話を傾聴し、スタッフから状況を質問すると、普段の日でも自宅で1人で過ごすことが多く、何もしないでいるとどうにもできなくなってしまうとのこと。普段そのようになった時は、知人に電話をしているとのことだが、その他の対処法は何をすればいいかわからないとのことで、スタッフと対処方法を検討。本人が好きな料理のレシピを見ることや、簡単な調理をしてみるなどの方法を提案すると「それならできるかも」「実際にやってみる」と表情良く返答している。様々な方法を実践してみることや、どうにもできなくなってしまった際には相談して欲しいことを伝えている。

・下妻　康貴　様～定期的に行っている担当スタッフとの面談を実施している。仕事や生活上特に問題なく行えているとのことだが、今年は仲の良い利用者が体調を崩すなど気になることが多い年だったと振り返っている。気になることについては、自分からスタッフに相談することがあるが、ちょっとしたことは相談せずに我慢することがあるとのこと。我慢して溜めてしまうと、自身の体調に影響を及ぼすことがあることを振り返ると「そうなんだよ、それでたまに気持ちが落ち込んじゃうことがあるんだよね」と返答。今後、気になることがある際には、無理に我慢するのではなく、言いやすいスタッフや担当スタッフへ相談しながら対処してみることを提案すると「来年はそこができるように頑張ってみるよ」「何かあったら相談するようにするね」と穏やかな表情で返答している。

＜外来情報＞

・坂本　健治　様～幻聴について話しており、「まだまだ」という声が聞こえるとのこと。来週から訪問看護の利用が開始され、それに伴いデイケア利用中止となる。

・船場　幸子　様～皮膚科の受診は終了したと話している。計3回行ったと話している。年末の過ごし方について、姉様が来たら外泊に行くと話している。

・奥山　以依子様～胸部レントゲンの異常はないと話している。昨日下痢をしたと報告をするが、体調は悪くないとのこと。左下肢の湿疹について、デルモゾール軟膏を塗布していると話し、痒みが軽減してきたとのこと。

・中居　美津子様～医療費滞納について「12月分を払ったのに医事に払えと言われる。だから確認してもらったら医事が『すみません。間違いでした。もう払っています』って言っていました」と話す。しかし支払いを行った事実はなく、滞納している状態である。ストーカーについて「幸房でつけられます」と発言をしている。身体の痛みに対し、ジクロセナックが処方されている。

・前野　義勝様　～腰痛があると話している。ジクロセナックが処方されている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（二川目　健治様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年12月29日（木）13：30～14：00

担当チーム：馬場、石渡、戸賀沢

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	二川目　健治
	性別
	男
	年齢
	49
	生年月日
	S42年7月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	アルコール依存症、バセドウ病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	再発せずに就労を目指したい。

	入院歴
	計　4　回（市民病院3回、青南病院1回）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H27年11月11日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成：母､兄と3人暮らし
時折家族で、温泉に行く等、家族関係は良好と考えられる。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自分に合った就労環境を検討し､就労に向けた取り組みを行うことが出来る。
	①自分の特性に合った就労形態や作業内容等を考えることが出来る。
	①就労プログラムに参加し、職員と振り返りを行い、自分の特性を正しく理解する。
	①プログラム等に参加し、職員と振り返りを行い、自身の特性を理解する。職員は作業状況等により本人の特性を理解し､本人と振り返りを実践する。

	②断酒を継続する。
	②断酒の必要性を理解し、断酒できる環境作りを行える。
	②飲酒が及ぼす病状や身体等への影響を理解出来る。
	②数日に一度は休肝日を作る。再飲酒の際には、状況を職員と振り返りをする。飲酒に対する考えや危険性について確認し、休肝日の必要性を理解する。

	③再発せず､地域生活を継続する。
	③自分の病気を正しく理解し、対処を出来るようになる。
	③確実な服薬を行えるようになる。
	③服薬の必要性を理解する。忘薬があった場合は、担当医やスタッフに相談する。スタッフは服薬状態を確認し、必要であればスタッフと対処法を考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①就労プログラムに参加し、職員と振り返りを行い、自分の特性を正しく理解する。
	・就労関係の特別プログラムにも積極的に参加している。11/28に、就労継続支援施設A型「こころの里うぐいす」の採用が決まったと報告しており、12/21以降体験利用となっている。仕事の向き不向きに関して話をすると、同じ作業を長時間続けるのは苦手であると話しており、自身の特徴について考えている様子が窺える。

（40％）
	自身の特徴に関して、考えることが出来てきているが、やってみなければわからないと話し、仕事場での状況は不明な状況である。今後も目標を継続し、就労継続支援A型施設の体験利用時のことも振り返りながら、何が出来て何が苦手なのかを確認していき、本人に理解できるよう伝えていくこととする。

	②飲酒が及ぼす病状や身体等への影響を理解出来る。
	・飲酒状況に関しては毎日飲酒していると話している。このことは担当医、家族に話しており、担当医から最低でも3日に1度は休肝日を作るよう言われている。本人は「深刻な症状が出るなどしなければ止められないと思う」と話しており、休肝日を設ける様子みられていない。
・γ‐GTPの数値が高く、八戸市立市民病院受診の際には指導を受けていると話している。最近数値が上昇してきており10/20に110、12/2には120となっている。（0％）
	今後就労継続支援A型施設を利用していくにあたり、断酒の意識を高めていく必要がある。飲酒量が増えていることが予測される為、身体面でのリスク（入院）や社会面でのリスク（解雇）を伝え、自身で断酒の必要を考えられるよう関わっていく。上記関わりでの断酒が難しい場合は、飲酒以外での活動を行い、飲酒から遠ざけることが出来るよう提案していく。また、就労に伴い、不満やストレスから大量飲酒に繋がることも考えられる為、飲酒状況は継続的に確認していく。

	③確実な服薬を行えるようになる。

	以前本人から忘薬したことがあると話がある。担当医には既に相談し、家族の前で服薬するよう助言をもらい、実施後は忘薬ないとの事。来所の際に確認しているが、継続できていると本人より話がある｡(100%)
	今後、就労を継続していく上で、服薬管理は重要となってくるので、引き続き服薬状況を確認していく。


【目標・治療計画（再立案）】
・今後、就労継続支援A型施設の利用と合わせてのデイケア利用となる為、本人と面談を行い、目標・計画を新しく作成していくこととする。断酒に関しては、今後更に重要になってくる為、本人と詳しく話し合い決めていくこととする。

